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４-１ 評価指標・目標値 

（１）数値指標・目標値の考え方 

施策・取組の実施状況、目標の達成状況を確認するため、評価指標・目標値を設定します。 

「評価指標」とは、目標の達成状況を適切に表現し、定量的に評価しやすくするための指標とし

て設定するものであり、住民や交通利用者目線でわかりやすい指標を選定することが重要となりま

す。 

本計画では、各目標に対して「評価指標」を設定し、施策・取組の実施状況、目標の達成状況を

把握し、評価・改善を行います。 

◉ 評価指標と目標の関係 

目標❶ 人が輝くまちづくり ～地域をつなぎ暮らしを支える公共交通 

目標❷ 安全で快適なまちづくり ～安心と笑顔を運ぶ公共交通 

目標❸ 活力あふれるまちづくり ～地域の躍動を支える公共交通 

目標❹ 自立と協働のまちづくり ～共に考え共に創る公共交通 

No 評価指標 基準値 目標値 単位 
目標 

❶ ❷ ❸ ❹ 

1 鉄道（市内１０駅）の利用者数 141 168 万人 〇    

2 大間々・笠懸路線バスの利用者数 9,456 16,000 人 〇    

3 東町路線バス（美術館線）の利用者数 4,858 9,000 人 〇    

4 「電話でバス」の利用者数 20,336 28,600 人 〇    

5 
大間々・笠懸路線バスの 

利用者 1人当たりの財政負担額 
1,667 985 円/人 〇    

6 
東町路線バス（美術館線）の 

利用者 1人当たりの財政負担額 
1,883 976 円/人 〇    

7 
「電話でバス」の 

利用者 1人当たりの財政負担額 
3,031 2,308 円/人 〇    

8 移動に困らない市民の割合（70 歳以上） 73.2 81.0 ％ 〇 〇   

9 
わたらせ渓谷鐵道（市内７駅）の 

定期外利用者数 
7.2 9.5 万人   〇  

10 
公共交通に関する 

イベント・教室の参加人数 
0 

前年度 

より 

増加 

人 〇   〇 

11 電気バス利用による CO2の削減量 9.4 18.8 t    〇 
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1 鉄道（市内１０駅）の利用者数 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

141 168 万人 現状市民 1 人あたり年間約 29 回の利用 

［2025 年 4 月時点の総人口：48,269 人］ 

↓ 

目標市民 1 人当たり年間 36 回以上 

（現状＋7回）の利用 

［2030 年の推計値の総人口：47,127 人］ 

 

算出方法 

 市内１０駅の年間利用者数の合計 

2 大間々・笠懸路線バスの利用者数 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

9,456 16,000 人 現状市民の 5人に 1 人しか利用していない 

（市民 1人あたり約 0.2 回の利用） 

［2025 年 4 月時点の総人口：48,269 人］ 

↓ 

目標市民の 3人に 1 人は年間 1 回以上の利用 

［2030 年の推計値の総人口：47,127 人］ 

 

算出方法 

 年間利用者数 

3 東町路線バス（美術館線）の利用者数 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

4,858 9,000 人 現状市民の 10 人に 1 人しか利用していない 

（市民 1人あたり約 0.1 回の利用） 

［2025 年 4 月時点の総人口：48,269 人］ 

↓ 

目標市民の 5人に 1 人は年間 1 回以上の利用 

［2030 年の推計値の総人口：47,127 人］ 

 

算出方法 

 年間利用者数 

141 

168 

+27

120

140

160

180

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(万人)

9,456 

16,000 

+6,544

5,000

10,000

15,000

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(人)

4,858 

9,000 

+4,142

0

5,000

10,000

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(人)
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4 「電話でバス」の利用者数 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

20,336 28,600 人 現状市民の 3人に 1 人の利用 

（市民 1人あたり約 0.4 回の利用） 

［2025 年 4 月時点の総人口：48,269 人］ 

↓ 

目標市民 2 人に 1 人は年間 1 回以上の利用 

または、現状利用者の利用回数を 1.4 倍にす

る 

［2030 年の推計値の総人口：47,127 人］ 

 

算出方法 

 年間利用者数 

5 大間々・笠懸路線バスの利用者 1 人当たりの財政負担額 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

1,667 985 円/人  人件費・燃料費の高騰が見込まれるが、利用者増

加・サービスの見直しにより財政負担額の減少

を目指す 

 

算出方法 

 年間補助額（国・県・市の補助金の合計）/利用

者数 

6 東町路線バス（美術館線）の利用者 1 人当たりの財政負担額 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

1,883 976 円/人  人件費・燃料費の高騰が見込まれるが、利用者増

加・サービスの見直しにより財政負担額の減少

を目指す 

 

算出方法 

 年間補助額（国・県・市の補助金の合計）/利用

者数 

20,336 

28,600 

+8,264

15,000

20,000

25,000

30,000

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(人)

1,667 

985 

682 

500

1,000

1,500

2,000

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(円/人)

-

1,883 

976 

907 

500

1,000

1,500

2,000

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(円/人)

-
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7 「電話でバス」の利用者 1人当たりの財政負担額 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

3,031 2,308 円/人  人件費・燃料費の高騰が見込まれるが、利用者増

加・サービスの見直しにより財政負担額の減少

を目指す 

 

算出方法 

 年間補助額（国・県・市の補助金の合計）/利用

者数 

8 移動に困らない市民の割合（70 歳以上） 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

73.2 81.0 ％  ２０２４年度の70歳未満の移動に困らない市民

の割合（81％）と同水準まで引き上げ、市全体の

移動に困らない市民の減少を目指す 

 

算出方法 

 まちづくり市民アンケートで「困っていない」

「あまり困っていない」を選択した割合 

9 わたらせ渓谷鐵道（市内７駅）の定期外利用者数 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

7.2 9.5 万人  様々な観光施策との連動により達成を目指す 

 過去１０年で最高である２０１５年度（平成２

７年度）値を目指す 

 

算出方法 

 市内７駅の年間定期外利用者数の合計（トロッ

コわたらせ渓谷号 ・トロッコわっしー号を含む） 

3,031 

2,308 

723 

1,000

2,000

3,000

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(円/人)

-

73.2
81.0

+7.8

50.0

70.0

90.0

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(％)

7.2
9.5

+2.3

0.0

5.0

10.0

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(万人)
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10 公共交通に関するイベント・教室の参加人数 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

0 前年度より増加 人  公共交通への理解を深める活動を毎年実施し、

興味・関心の向上により前年度より増加を目指

す 

 

算出方法 

 みどり市が関係する公共交通に関するイベン

ト・教室の参加人数の合計 

11 電気バス利用による CO2の削減量 

基準値 目標値 単位 目標値の考え方 

9.4 18.8 t  No.2 「大間々・笠懸路線バスの利用者数」を踏ま

え、設定 

 

算出方法 

 1 人当たりの CO2排出量*電気バスの利用者数 

 1 人当たりの CO2 削減量＝2.32kg/ℓ（CO2 排出量

原単位）*13.3km（電気バス片道運行距離）

/12.3km/ℓ（一般的な自動車の燃費） 

※1人当たりの CO2削減量は想定値である 

 

  

+○

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(人)

前年度より増加

9.4

18.8

+9.4

0.0

10.0

20.0

２０２４年度

（Ｒ６年度）

２０３０年度

（Ｒ１２年度)

(t)
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４-２ 計画の推進・進行管理 

（１）計画の実施主体・役割 

本計画を進める上で、行政・交通事業者・利用者に加え、本市に関係する多様な関係者を交えた

協働・連携により、計画目標の達成に向けて施策を実行していく必要があります。このため、それ

ぞれの役割分担や協力体制を明確にし、進めていくことが計画の実現には必要となります。 

以下に、本計画を推進するための、実施主体・役割・期待される効果を示します。 

◉ 計画推進の実施主体・役割・期待される効果 
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（２）計画の進捗管理と評価 

本計画を実行し、効果を得ていくためにＰＤＣＡサイクルにより進捗確認と評価を行います。 

事業の評価にあたっては、「みどり市地域公共交通活性化協議会」おいて、毎年評価を実施し、そ

の結果に応じて次年度以降の改善策の検討を行います。 

計画期間最終年には、期間中のＰＤＣＡの結果に基づいた整理を行い、次期計画へと反映します。 

◉ 計画推進のスケジュール 

 

 

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

みどり市地域公共交通
活性化協議会

主な行事

実施項目

★ 次年度予算要求（市）

● 確保維持改善計画申請（国）

当該年度と次年度の実施内容の確認

❶ ❷

事業評価・事業見直し

Ｃ Ｐ Ｃ

Ｄ

Ａ

前年度の事業評価に
基づく改善と反映

事業実施

次年度事業計画の検討 当該年度の事業評価

事業の見直し
改善策の検討

■ 市町村乗合バス指定路線運行補助金交付申請（県）
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